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警
備
警
察
五
〇
年
の
歩
み

「国会構内乱入事件」（昭和34年11月27日、東京）（共同）

１ 

情
勢
の
推
移

一　
暴
力
革
命
の
方
針
を
堅
持
す
る
日
本
共
産
党

　

日
本
共
産
党
は
、
敗
戦
後
の
国
民
生
活
の
窮
乏
と

社
会
不
安
を
背
景
に
党
勢
を
増
大
さ
せ
る
と
と
も

に
、
労
働
組
合
、
大
衆
団
体
の
組
織
化
に
力
を
入
れ
、

急
速
に
影
響
力
を
拡
大
し
ま
し
た
。
昭
和
二
一
年
四

月
の
衆
院
選
で
は
、
約
二
一
四
万
票
を
得
て
結
党
以

来
初
の
議
席
と
な
る
五
議
席
を
獲
得
し
、
二
四
年
一

月
の
衆
院
選
で
は
、
約
二
九
八
万
票
を
得
て
三
五
議

席
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
二
六
年
一
〇
月
に
開
催
し
た
第
五
回
全

国
協
議
会
で
、「
日
本
の
解
放
と
民
主
的
変
革
を
、

平
和
の
手
段
に
よ
っ
て
達
成
し
う
る
と
考
え
る
の
は

ま
ち
が
い
で
あ
る
」
と
す
る
「
五
一
年
綱
領
」
を
採

択
し
、「
白
鳥
警
部
射
殺
事
件
」（
二
七
年
一
月
）、「
大

須
騒
擾

じ
ょ
う

事
件
」（
二
七
年
七
月
）
等
の
暴
力
的
破
壊

活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
破
壊

活
動
を
繰
り
返
し
た
こ
と
が
国
民
の
激
し
い
批
判
を

受
け
、
二
七
年
一
○
月
の
衆
院
選
で
は
党
候
補
が
全

員
落
選
す
る
な
ど
、党
勢
は
大
幅
に
衰
退
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
武
装
闘
争
戦
術
の
行
き
詰
ま
り
か
ら
、
同

党
は
、
三
○
年
七
月
の
第
六
回
全
国
協
議
会
に
お
い

て
、「
五
一
年
綱
領
」
は
正
し
か
っ
た
が
、「
極
左
冒

険
主
義
」
と
い
う
「
戦
術
上
」
の
誤
り
を
犯
し
た
と

自
己
批
判
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
同
党
は
、「
六
○
年
安
保
闘
争
」
に
取

り
組
み
、党
勢
拡
大
を
図
り
、三
六
年
七
月
の
第
八
回

党
大
会
で
は
二
段
階
革
命
方
式
を
盛
り
込
ん
だ
現
綱

領
を
採
択
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た

同
党
の
路
線
転
換
は
、
三
一
年
二

月
の
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
・
ソ
連
共
産

党
第
一
書
記
に
よ
る
ス
タ
ー
リ
ン

批
判
と
あ
い
ま
っ
て
、
左
翼
諸
勢

力
の
混
乱
を
引
き
起
こ
し
、
そ
の

結
果
と
し
て
数
多
く
の
過
激
派
を

生
み
出
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
現
在
も
、
日
本
で
の
革

命
を
目
指
す
と
す
る
同
党
の
基
本

路
線
に
変
更
が
な
い
こ
と
は
、
平

成
一
六
年
一
月
の
第
二
三
回
党
大

会
の
同
党
の
説
明
か
ら
も
明
ら
か

と
な
っ
て
い
ま
す
。

二　
「
テ
ロ
、
ゲ
リ
ラ
」
を
展
開
し
暴
力
革
命
を
目

指
す
過
激
派

　

昭
和
三
二
年
一
月
に
誕
生
し
た
過
激
派
は
、
学
生

運
動
の
中
に
次
第
に
勢
力
を
拡
大
し
、
三
五
年
の
日

米
安
保
条
約
改
定
を「
本
格
的
軍
事
同
盟
へ
の
改
変
」

と
と
ら
え
、「
六
○
年
安
保
闘
争
」
の
中
心
勢
力
と

し
て
過
激
な
闘
争
に
取
り
組
み
、「
国
会
構
内
乱
入
事

件
」（
三
四
年
一
一
月
、
三
五
年
六
月
）
等
、
数
多

く
の
事
件
を
引
き
起
こ
し
ま
し
た
。

　

四
○
年
代
に
は
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
等
を
き
っ
か
け

と
し
た
反
戦
、
反
米
気
運
や
学
園
紛
争
の
中
か
ら
生

じ
た
反
体
制
ム
ー
ド
の
高
ま
り
を
背
景
に
、
四
五
年
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六
月
の
安
保
改
定
に
照
準
を
合
わ
せ
た
長
期
に
わ
た

る
過
激
な
「
七
○
年
安
保
闘
争
」
を
展
開
し
ま
し
た
。

そ
の
過
程
に
お
い
て
、「
第
一
次
羽
田
事
件
」（
四
二

年
一
〇
月
）、「
新
宿
騒
擾

じ
ょ
う

事
件
」（
四
三
年
一
〇
月
）

等
の
大
規
模
で
凶
悪
な
集
団
武
装
闘
争
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
学
園
紛
争
を
革
命
の
一
環
と
位
置
付
け
、

「
東
大
封
鎖
解
除
事
件
」（
四
四
年
一
月
）
等
の
学
園

紛
争
を
主
導
し
た
ほ
か
、
安
保
条
約
が
自
動
継
続
と

な
っ
た
四
五
年
六
月
以
降
は
、「
成
田
闘
争
」
を
闘

争
の
中
心
に
据
え
、
警
察
官
三
人
を
殺
害
し
た
「
東

峰
十
字
路
警
察
官
殺
害
事
件
」（
四
六
年
九
月
）
を

引
き
起
こ
す
な
ど
、
活
動
を
次
第
に
先
鋭
化
さ
せ
、

「
あ
さ
ま
山
荘
事
件
」（
四
七
年
二
月
）
や
東
ア
ジ
ア

反
日
武
装
戦
線
に
よ
る「
三
菱
重
工
ビ
ル
爆
破
事
件
」

（
四
九
年
八
月
）を
始
め
と
す
る
連
続
企
業
爆
破
事
件

等
を
引
き
起
こ
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
際
限
な
く
エ

ス
カ
レ
ー
ト
す
る
武
装
闘
争
へ
の
危
惧ぐ

、
あ
る
い
は

繰
り
返
さ
れ
る
内
部
抗
争
へ
の
失
望
等
か
ら
、
こ
れ

ま
で
過
激
派
に
同
調
し
て
き
た
学
生
や
労
働
者
の
支

持
を
失
い
、
過
激
派
は
社
会
的
に
孤
立
し
て
い
き
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
も
、
集
団
武
装
闘
争
路
線
を
堅

持
す
る
過
激
派
は
、「
新
東
京
国
際
空
港
管
制
塔
乱
入

事
件
」（
五
三
年
三
月
）、「
迎
賓
館
に
向
け
た
爆
発

物
発
射
事
件
」（
六
一
年
五
月
）
等
を
引
き
起
こ
し
、

と
り
わ
け
、
昭
和
天
皇
の
崩
御
に
伴
う
大
喪
の
礼
及

び
即
位
の
礼
・
大
嘗
祭
に
対
し
て
は
「
九
○
年
天
皇

決
戦
」
を
標
ぼ
う
し
、
平
成
二
年
に
は
、
一
四
三
件

の
「
テ
ロ
、ゲ
リ
ラ
」
事
件
を
引
き
起
こ
し
ま
し
た
。

三　
社
会
情
勢
と
と
も
に
変
貌ぼ

う

す
る
大
衆
・
労
働
運

　
動
等

　

昭
和
三
○
年
代
、
四
○
年
代
の
大
衆
運
動
は
、「
安

保
闘
争
」
及
び
「
ベ
ト
ナ
ム
反
戦
闘
争
」
を
軸
に
盛

り
上
が
り
を
み
せ
ま
し
た
。
五
○
年
代
以
降
に
な
る

と
反
原
発
運
動
が
活
発
化
し
ま
し
た
。平
成
以
降
は
、

沖
縄
の
反
基
地
運
動
や
イ
ラ
ク
に
対
す
る
武
力
行
使

等
を
と
ら
え
た
反
戦
運
動
を
中
心
に
盛
り
上
が
り
を

み
せ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
党
派
や
従
来
の
主
義
主

張
等
の
枠
を
超
え
た
集
会
、デ
モ
が
行
わ
れ
る
な
ど
、

運
動
の
ボ
ー
ダ
レ
ス
化
が
特
徴
と
し
て
み
ら
れ
、
海

外
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ
が
日
本
国
内
で
抗
議
行
動
や

違
法
行
為
を
行
う
な
ど
の
動
向
も
あ
り
ま
す
。

　

戦
後
の
労
働
運
動
は
、
二
五
年
七
月
に
発
足
し

た
日
本
労
働
組
合
総
評
議
会
（
以
下
「
総
評
」
と
い

う
。）
に
よ
る
「
春
闘
」
を
中
心
に
展
開
さ
れ
ま
し

た
。
三
五
年
一
月
に
は
「
三
井
三
池
争
議
」
が
発
生
、

そ
の
後
も
四
九
年
春
闘
を
中
心
に
「
ス
ト
権
奪
還
」

「東大封鎖解除事件」（昭和44年１月18日、東京）（共同）

「三井三池争議」（昭和35年、福岡）（共同）
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等
を
求
め
る
日
教
組
、
全
農
林
、
自
治
労
等
公
務
員

関
係
労
組
の
違
法
ス
ト
が
相
次
ぎ
ま
し
た
が
、
五
○

年
以
降
は
減
少
し
ま
し
た
。
平
成
元
年
一
一
月
に
総

評
が
解
散
し
た
後
、
日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
（
連

合
）、
全
国
労
働
組
合
総
連
合
（
全
労
連
）、
全
国
労

働
組
合
連
絡
協
議
会
（
全
労
協
）
が
発
足
し
ま
し
た

が
、い
ず
れ
も
組
織
人
員
が
減
少
傾
向
に
あ
る
た
め
、

組
織
拡
大
を
最
重
点
と
し
た
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

四　
国
内
外
の
情
勢
に
敏
感
に
反
応
し
た
右
翼

　

戦
後
の
占
領
政
策
に
基
づ
き
、
二
○
○
有
余
に
及

ぶ
右
翼
団
体
の
解
散
と
そ
の
指
導
者
の
公
職
追
放
に

よ
り
、
右
翼
運
動
は
致
命
的
な
打
撃
を
受
け
、
一
時

閉
塞
状
態
と
な
り
ま
し
た
が
、
昭
和
二
六
年
八
月
の

追
放
解
除
以
降
、
徐
々
に
組
織
を
再
建
し
、
戦
後
の

右
翼
運
動
の
基
礎
を
固
め
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
三
四
年
以
降
は
、
左
翼
諸
勢
力
の
闘
争

の
高
揚
に
危
機
感
を
深
め
、
直
接
行
動
に
よ
り
局
面

を
打
開
し
よ
う
と
し
て
「
浅
沼
社
会
党
委
員
長
殺
人

事
件
」（
三
五
年
一
〇
月
）
等
を
引
き
起
こ
し
、
ま

た
、「
民
族
正
当
防
衛
論
」
や
「
ク
ー
デ
タ
ー
合
理

論
」
が
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
三
六
年
一
二
月

に
は
、
戦
後
初
の
右
翼
に
よ
る
ク
ー
デ
タ
ー
計
画
で

あ
る
「
三さ

ん

無ゆ
う

事
件
」
が
発
覚
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
過
激
派
等
に
よ
る
「
七
○
年
安
保
闘
争
」

が
盛
り
上
が
り
を
み
せ
た
四
○
年
代
に
は
、
左
翼
対

決
姿
勢
を
一
段
と
強
め
、
四
五
年
一
一
月
に
は
、
自

衛
隊
に
ク
ー
デ
タ
ー
決
起
を
訴
え
た
「
三
島
事
件
」

が
発
生
し
、
反
米
・
反
体
制
を
主
張
す
る
新
右
翼
を

生
み
出
す
契
機
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
元
年
以
降
は
、「
本
島
長
崎
市
長
に
対
す
る
け

ん
銃
発
砲
殺
人
未
遂
事
件
」（
二
年
一
月
）、「
金
丸

自
民
党
副
総
裁
に
対
す
る
け
ん
銃
発
砲
殺
人
未
遂
事

件
」（
四
年
三
月
）
等
の
け
ん
銃
使
用
「
テ
ロ
、
ゲ

リ
ラ
」
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
四
年
一
○
月
以
降
翌
年
一
一
月
ま
で
に

か
け
て
、「
建
国
義
勇
軍
国
賊
征
伐
隊
構
成
員
ら
に
よ

る
広
域
に
わ
た
る
連
続
銃
撃
・
脅
迫
等
事
件
」
が
発

生
し
ま
し
た
。

五　
重
大
事
件
を
展
開
し
た
日
本
赤
軍
そ
の
他
の
国

際
テ
ロ
リ
ス
ト

　

国
内
で
の
闘
争
に
行
き
詰
ま
っ
た
過
激
派
の
一

派
は
日
本
革
命
を
達
成
す
る
た
め
、「
よ
ど
号
ハ
イ

ジ
ャ
ッ
ク
事
件
」（
昭
和
四
五
年
三
月
）
を
引
き
起

こ
し
て
北
朝
鮮
に
向
か
い
、
以
来
、
対
日
有
害
活
動

「三島事件」（昭和45年11月25日、東京）（共同）

「米国における同時多発テロ事件」（平成13年９月11日）（PANA）
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等
を
続
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
赤
軍
は
、
中
東

の
パ
レ
ス
チ
ナ
過
激
派
等
と
連
携
し
て
、「
テ
ル
ア
ビ

ブ
・
ロ
ッ
ド
空
港
事
件
」（
四
七
年
五
月
）
を
皮
切

り
に
、「
ダ
ッ
カ
事
件
」（
五
二
年
九
月
）
等
の
ハ
イ

ジ
ャ
ッ
ク
事
件
を
引
き
起
こ
し
ま
し
た
。

　

他
方
、
平
成
一
三
年
九
月
に
は
、
日
本
人
を
含
む

約
三
、
〇
〇
〇
人
の
犠
牲
者
を
出
し
た
イ
ス
ラ
ム
過

激
派
ア
ル
・
カ
ー
イ
ダ
に
よ
る「
米
国
に
お
け
る
同
時

多
発
テ
ロ
事
件
」
が
発
生
し
、
そ
の
後
も
「
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
・
バ
リ
島
に
お
け
る
爆
弾
テ
ロ
事
件
」（
一
四

年
一
〇
月
）、「
ト
ル
コ
・
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
に
お
け

る
爆
弾
テ
ロ
事
件
」（
一
五
年
一
一
月
）、「
ス
ペ
イ

ン
・
マ
ド
リ
ッ
ド
に
お
け
る
同
時
多
発
列
車
爆
破
テ

ロ
事
件
」（
一
六
年
三
月
）
等
の
イ
ス
ラ
ム
過
激
派

に
よ
る
と
さ
れ
た
大
規
模
・
無
差
別
テ
ロ
が
世
界
各

地
で
続
発
し
て
お
り
、
テ
ロ
に
対
す
る
国
際
的
な
取

組
み
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
際
テ
ロ
情
勢
は
極
め
て

厳
し
く
、
予
断
を
許
さ
な
い
情
勢
に
あ
り
ま
す
。

六　
北
朝
鮮
に
よ
る
テ
ロ
等

（
一
）
北
朝
鮮
に
よ
る
ス
パ
イ
事
件

　

警
察
で
は
、
戦
後
約
五
○
件
の
北
朝
鮮
に
よ
る
ス

パ
イ
事
件
を
検
挙
し
て
お
り
、
北
朝
鮮
が
、
我
が
国

を
ス
パ
イ
活
動
の
重
要
拠
点
と
と
ら
え
、
我
が
国
及

び
韓
国
に
関
す
る
情
報
収
集
、
さ
ら
に
は
、
日
本
人

の
北
朝
鮮
へ
の
拉ら

致
等
の
活
動
を
行
っ
て
い
た
こ
と

が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
二
）
北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致
容
疑
事
案

　

平
成
一
四
年
九
月
に
平ピ
ョ
ン
ヤ
ン壌

で
行
わ
れ
た
日
朝
首

脳
会
談
で
、
金キ

ム
・
ジ
ョ
ン
イ
ル

正
日
国
防
委
員
長
は
、
こ
れ
ま
で

一
貫
し
て
否
定
し
続
け
て
き
た
日
本
人
拉
致
容
疑
事

案
に
つ
い
て
、「（
日
本
人
拉
致
は
、）
特
殊
機
関
の

一
部
の
盲
動
主
義
者
ら
が
、
英
雄
主
義
に
走
っ
て
か

か
る
行
為
を
行
っ
て
き
た
と
考
え
て
い
る
」
と
の
認

識
を
示
し
た
上
で
こ
れ
を
謝
罪
し
、
北
朝
鮮
か
ら
五

人
の
拉
致
被
害
者
が
帰
国
し
て
、
家
族
と
の
再
会
を

果
た
し
ま
し
た
。

　

警
察
で
は
、
現
時
点
、
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
容
疑

事
案
は
、
一
○
件
一
五
人
と
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

こ
れ
ら
以
外
に
も
、
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
の
可
能
性

を
排
除
で
き
な
い
事
案
が
あ
る
と
み
て
、
所
要
の
捜

査
や
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
新
た
な
情
報
の
収
集

に
努
め
て
い
ま
す
。

（
三
）
北
朝
鮮
工
作
船
の
活
動

　

平
成
一
一
年
三
月
に
発
生
し
た
「
能
登
半
島
沖
不

審
船
事
案
」
以
来
、
北
朝
鮮
工
作
船
は
、
北
朝
鮮
に

よ
る
工
作
活
動
の
脅
威
を
目
に
見
え
る
形
で
我
が
国

に
強
く
印
象
付
け
ま
し
た
。

　

特
に
、
一
三
年
一
二
月
の
「
九
州
南
西
海
域
工
作

船
事
件
」
で
は
、
北
朝
鮮
工
作
船
の
重
武
装
化
の
実

態
が
明
ら
か
に
な
る
と
と
も
に
、
我
が
国
周
辺
海
域

に
お
け
る
工
作
船
活
動
が
、
我
が
国
の
安
全
に
甚
大

な
脅
威
を
与
え
る
状
態
に
あ
る
こ
と
を
改
め
て
認
識

さ
せ
ま
し
た
。

七　
国
際
情
勢
を
反
映
し
て
活
発
に
展
開
さ
れ
た
対

日
有
害
活
動

　

戦
後
の
ソ
連
等
に
よ
る
対
日
有
害
活
動
は
、
東
西

冷
戦
中
、
政
治
、
軍
事
、
科
学
技
術
情
報
収
集
を
重

点
に
展
開
さ
れ
、
在
日
ソ
連
通
商
代
表
部
員
が
多
数

の
日
本
人
を
利
用
し
て
情
報
収
集
を
行
っ
て
い
た

「
ラ
ス
ト
ボ
ロ
フ
事
件
」（
昭
和
二
九
年
一
月
）、
在

日
ソ
連
大
使
館
員
や
中
国
公
司
関
係
者
等
に
よ
る
働

き
掛
け
を
受
け
た
グ
ル
ー
プ
が
在
日
米
軍
資
料
を
ソ

連
及
び
中
国
側
に
売
却
し
て
い
た
「
横
田
基
地
中
ソ

「九州南西海域工作船事件」（平成13年12月22日）
（海上保安庁提供）
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ス
パ
イ
事
件
」（
六
二
年
五
月
）
等
が
引
き
起
こ
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
五
七
年
一
二
月
の
「
レ
フ
チ
ェ

ン
コ
証
言
」
等
で
も
ソ
連
に
よ
る
諸
工
作
の
実
態
が

明
ら
か
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

冷
戦
終
結
後
も
、
我
が
国
内
に
お
い
て
、「
通
商

代
表
部
員
に
係
る
業
務
上
横
領
事
件
」（
平
成
九
年

一
一
月
）
や
、
在
日
ロ
シ
ア
大
使
館
付
武
官
に
自
衛

隊
の
秘
密
文
書
等
を
提
供
し
て
い
た
海
上
自
衛
官
を

自
衛
隊
法
違
反
で
逮
捕
し
た
「
ボ
ガ
チ
ョ
ン
コ
フ
事

件
」（
一
二
年
九
月
）
等
、
ロ
シ
ア
等
各
国
情
報
機

関
に
よ
る
諜
報
活
動
等
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

八　
不
法
入
国
・
不
法
滞
在
に
係
る
諸
問
題

　

か
つ
て
の
不
法
入
国
は
、
我
が
国
に
お
け
る
労
働

市
場
の
逼ひ

っ

迫
と
そ
れ
に
伴
う
労
働
賃
金
の
上
昇
を
背

景
と
し
た
就
労
目
的
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。し
か
し
、

就
労
よ
り
も
効
率
的
に
利
益
を
得
る
手
段
と
し
て
犯

罪
に
手
を
染
め
る
者
も
お
り
、
特
に
、
近
年
で
は
、

外
国
に
本
拠
を
置
く
国
際
犯
罪
組
織
が
我
が
国
に

進
出
す
る
と
と
も
に
、
国
内
に
居
住
す
る
不
法
滞
在

者
が
犯
罪
組
織
を
構
成
し
、
凶
悪
化
、
組
織
化
、
全

国
へ
の
拡
散
化
と
い
っ
た
傾
向
が
顕
著
と
な
っ
て
お

り
、
治
安
悪
化
の
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

九　
新
た
な
テ
ロ
の
脅
威
を
示
し
た
オ
ウ
ム
真
理
教

　

オ
ウ
ム
真
理
教
に
よ
る
一
連
の
テ
ロ
事
件
は
、
発

足
時
は
一
介
の
ヨ
ガ
・
サ
ー
ク
ル
で
あ
っ
た
団
体
が

次
第
に
「
反
国
家
権
力
」
の
立
場
を
と
り
、
こ
れ
を

実
現
す
る
た
め
教
団
の
武
装
化
を
進
め
テ
ロ
集
団
化

し
た
こ
と
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
る
と
い
う
従
来
に

な
い
も
の
で
し
た
。
ま
た
、「
松
本
サ
リ
ン
事
件
」（
平

成
六
年
六
月
）
や
「
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
」（
七
年

三
月
）
等
の
事
件
は
、
化
学
物
質
等
を
使
用
し
た
新

た
な
形
態
の
テ
ロ
を
現
実
の
脅
威
と
し
て
認
識
さ
せ

ま
し
た
。

一
〇　
厳
し
い
情
勢
の
中
で
の
警
衛
・
警
護
警
備

　

五
〇
年
を
顧
み
る
と
、
ア
ジ
ア
初
の
「
第
一
八
回

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
東
京
大
会
）」（
昭
和
三
九
年
一
〇

月
）、
安
保
闘
争
の
最
中
に
開
催
さ
れ
た
「
日
本
万

国
博
覧
会
」（
四
五
年
三
月
）、
我
が
国
初
の
「
第
五

回
主
要
国
首
脳
会
議
（
東
京
サ
ミ
ッ
ト
）」（
五
四
年

六
月
）、
昭
和
天
皇
崩
御
に
伴
う
「
大
喪
の
礼
」（
平

成
元
年
二
月
）、
初
め
て
の
地
方
分
離
開
催
と
な
っ

た
「
第
二
六
回
主
要
国
首
脳
会
議
（
九
州
・
沖
縄
サ

ミ
ッ
ト
）」（
一
二
年
七
月
）、
日
韓
両
国
で
開
催
さ

れ
た
「
二
○
○
二
年
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
大

会
」（
一
四
年
五
月
）
等
、
厳
し
い
警
備
情
勢
の
中
、

多
く
の
警
備
実
施
を
完
遂
し
ま
し
た
。

一
一　
多
数
の
犠
牲
者
を
出
し
た
自
然
災
害

　

我
が
国
で
は
、
毎
年
、
多
く
の
自
然
災
害
が
発

生
し
て
お
り
、
五
○
年
間
で
発
生
し
た
被
害
は
、
死

者
・
行
方
不
明
者
約
二
万
九
、
〇
〇
〇
人
、
負
傷
者

約
一
三
万
八
、
〇
〇
〇
人
に
上
り
ま
す
。

一
二　
機
動
隊
の
活
動
概
要

　

機
動
隊
は
、
戦
後
の
混
乱
期
か
ら
今
日
に
至
る
ま

で
、
治
安
の
砦

と
り
で

と
し
て
、
そ
の
重
責
を
担
っ
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
今
日
の
治
安
の
礎
に
は
、
警
備
活

動
中
に
殉
職
し
た
先
人
の
尊
い
犠
牲
が
あ
る
こ
と
を

忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

２ 

警
察
の
対
応

　

警
察
は
、
各
時
代
の
警
備
情
勢
を
踏
ま
え
て
、
組

織
機
構
の
整
備
、
技
術
・
装
備
の
開
発
、
人
員
の
増

強
等
体
制
の
整
備
・
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
戦
後

の
激
動
期
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
一
貫
し
て
国
民

の
理
解
と
協
力
を
得
な
が
ら
「
違
法
行
為
は
看
過
し

記者会見する元ＫＧＢ将校のレフチェンコ氏
（昭和57年12月）（PANA）
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な
い
」
と
の
基
本
方
針
の
下
に
、
事
態
の
沈
静
化
と

効
果
的
な
取
締
り
の
実
施
に
努
め
、
治
安
の
維
持
の

任
に
当
た
っ
て
き
ま
し
た
。

　

顧
み
る
と
、警
察
は
、日
本
共
産
党
の
武
装
闘
争
や

安
保
闘
争
等
に
お
け
る
過
激
派
の
集
団
武
装
闘
争
に

対
し
て
、
昭
和
二
七
年
八
月
に
は
二
〇
都
道
府
県
に

機
動
隊
を
創
設
し
、
そ
の
後
三
七
年
四
月
ま
で
に
全

都
道
府
県
警
察
に
設
置
、
さ
ら
に
四
四
年
四
月
に
は

道
府
県
警
察
の
警
備
力
の
広
域
運
用
を
図
る
た
め
、

管
区
機
動
隊
等
を
設
置
し
、
ま
た
、
新
東
京
国
際
空

港
（
当
時
）
が
開
港
し
た
五
三
年
七
月
に
は
、
千
葉

県
警
察
に
空
港
警
備
隊
を
設
置
し
て
集
団
的
違
法
行

為
の
早
期
鎮
圧
と
検
挙
活
動
に
努
め
ま
し
た
。

　

他
方
、
国
際
化
社
会
の
進
展
と
国
際
テ
ロ
の
脅
威

が
高
ま
る
中
、
国
内
外
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
を

図
る
と
と
も
に
、「
ダ
ッ
カ
事
件
」（
五
二
年
九
月
）

を
契
機
と
し
て
警
視
庁
、
大
阪
府
警
察
に
特
殊
部
隊

を
設
置
し
、
そ
の
後
、
近
年
の
深
刻
さ
を
増
す
テ
ロ

情
勢
、
銃
器
情
勢
等
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
平

成
八
年
四
月
、
新
た
に
五
道
県
警
察
に
特
殊
部
隊
を

設
置
し
、
呼
称
を
「
Ｓ
Ａ
Ｔ
（Special A

ssault 
Team

）」
と
し
た
ほ
か
、
全
国
の
機
動
隊
に
は
銃

器
対
策
部
隊
を
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
生
物
化
学

テ
ロ
対
策
に
つ
い
て
は
、
高
度
な
装
備
資
機
材
を
配

備
し
た
Ｎ
Ｂ
Ｃ
テ
ロ
対
応
専
門
部
隊
を
設
置
し
た
ほ

か
、
全
国
警
察
に
化
学
防
護
服
や
生
物
剤
検
知
器
等

の
増
強
配
備
を
行
い
ま
し
た
。

　

大
規
模
警
備
実
施
に
つ
い
て
は
、
主
要
国
首
脳
会

議
等
の
国
際
会
議
や
夏
季
・
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
大
会
等
の
開
催
に
際

し
、
総
力
を
挙
げ
て
警
備
諸
対
策
に
取
り
組
み
、
国

内
外
要
人
の
安
全
と
行
事
の
円
滑
な
遂
行
を
確
保
し

ま
し
た
。

　

法
制
面
で
は
、「
よ
ど
号
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
事
件
」

（
四
五
年
三
月
）
を
契
機
と
し
た
「
航
空
機
の
強
取
等

の
処
罰
に
関
す
る
法
律
」（
四
五
年
六
月
施
行
）、
警

察
官
が
火
炎
び
ん
に
よ
り
焼
殺
さ
れ
た
「
渋
谷
暴
動

事
件
」（
四
六
年
一
一
月
）
を
契
機
と
し
た
「
火
炎
び

ん
の
使
用
等
の
処
罰
に
関
す
る
法
律
」（
四
七
年
五
月

施
行
）、
右
翼
に
よ
る
拡
声
器
騒
音
が
社
会
的
、
国
際

的
問
題
と
な
り
、
こ
れ
を
契
機
と
し
た
「
国
会
議
事

堂
等
周
辺
地
域
及
び
外
国
公
館
等
周
辺
地
域
の
静
穏

の
保
持
に
関
す
る
法
律
」（
六
三
年
一
二
月
施
行
）、「
地

下
鉄
サ
リ
ン
事
件
」（
平
成
七
年
三
月
）
を
契
機
と
し

た
「
サ
リ
ン
等
に
よ
る
人
身
被
害
の
防
止
に
関
す
る

法
律
」（
七
年
四
月
施
行
）
及
び
、
破
壊
活
動
防
止

法
に
よ
る
解
散
指
定
処
分
請
求
棄
却
決
定
後
、
オ
ウ

ム
真
理
教
の
全
国
各
地
へ
の
進
出
が
大
き
な
社
会
問

題
と
な
り
、こ
れ
を
契
機
と
し
た「
無
差
別
大
量
殺
人

行
為
を
行
っ
た
団
体
の
規
制
に
関
す
る
法
律
」（
一
一

年
一
二
月
施
行
）
が
そ
れ
ぞ
れ
制
定
・
施
行
さ
れ
ま

し
た
。

機動隊の警備訓練（平成14年、大阪）

　

ま
た
、
近
年
、
社
会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
Ｉ
Ｔ
化

に
伴
い
、
国
際
テ
ロ
、
サ
イ
バ
ー
テ
ロ
等
の
新
た
な

脅
威
に
直
面
し
て
お
り
、
と
り
わ
け
、
国
際
社
会
が

共
通
し
て
取
り
組
む
べ
き
重
要
か
つ
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
国
際
テ
ロ
対
策
等
に
的
確
に
対
処
す
る

た
め
、
一
六
年
四
月
、
警
察
庁
警
備
局
に
外
事
情
報

部
を
設
置
し
ま
し
た
。
外
事
情
報
部
で
は
、
外
国
治

安
情
報
機
関
等
と
の
緊
密
な
関
係
の
構
築
に
努
め
、

質
の
高
い
情
報
の
入
手
を
図
る
と
と
も
に
、
関
連
情

報
を
有
機
的
に
統
合
、
分
析
す
る
ほ
か
、
海
外
で
国

際
テ
ロ
事
件
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、こ
れ
に
迅
速
、

的
確
に
対
応
す
べ
く
、
対
処
態
勢
を
強
化
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
北
朝
鮮
工
作
員
に
よ
る

各
種
違
法
行
為
、
大
量
破
壊
兵
器
関
連
物
資
等
の
不

正
輸
出
、
不

法
入
国
・
不

法
滞
在
事
犯

等
に
つ
い
て

も
、
関
連
情

報
の
収
集
や

取
締
り
を
強

化
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま

す
。


